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に比べて胎盤停滞牛の母体側において有意に低く､アポ トー シス抑制因子である cFLIPmRNA発現は母体､
胎子胎盤ともに正常牛と比べて胎盤停滞牛において有意に高かった｡
3)胎盤停滞発症牛の胎盤節を組織学的な特徴を明らかにする目的で､胎盤停滞牛ならびに正常牛の胎盤節




られたが､胎盤停滞牛の胎盤節組織において ssDNA 陽性細胞は認められなかった｡正常牛の ssDNA 陽性
細胞が占める割合 (ssDNA陽性率)は､母体側組織において胎盤停滞牛と比較して有意に高かった｡








8mRNA 発現量および組織中 IL-8濃度､2)ウシ胎盤節組織における matrixmetaloproteinase(MMP)
-1および MMP-13rnRNA発現量､3)ウシ胎盤節組織におけるアポトー シス関連因子の発現､4)ウシ







有意に高かった｡これらの本研究の結果より､胎盤停滞の発生と IL-8ならびに MMP-1および MMP-
13の関連を明らかにすることはできなかったが､母体側胎盤において FASを介したアポトー シスが胎
膜の正常な排出には必要であることが示された｡このアポ トー シスが何らかの原因により正常に誘導さ
れない際､胎盤停滞に陥る可能性が示唆された｡
これらの知見は胎盤停滞の発生機構の解明に寄与するだけでなく.発生を予防するための基礎材料と
して極めて意義深いものである｡本学位審査会は､これらの成果をまとめた本論文の内容および参考文
献を総合的に審査し､本論文が博士学位 (農学)に値するものと判断した｡
